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学校支援ボランティア等の対応について 

 

日頃より新型コロナウイルス感染症の対策について、適切かつ迅速な対応をいただいてい

ることに感謝申し上げます。 

今年度の１学期は、感染拡大防止のため授業参観・懇談会や学校公開等で保護者や関係者

の参観は、必要最低限で実施されてきたことと思います。また、ＳＳＶＣ等の学習支援ボラ

ンティアについても学校からの要請を見合わせ、活動を控えていただいてきたことと思いま

す。そんな中、２学期から学習支援ボランティアの活用を検討している学校もあるかと思い

ますが、現在、新型コロナウイルスの国内感染者数は７月に入ってから急増し、再び高齢者

への感染リスクを考慮した慎重な対応が求められております。 

つきましては、対面での活動が多くなるＳＳＶＣ等の学習支援ボランティアについて

は、引き続き、学校からの要請を見合わせ、当面の間活動を控えていただくようお願いい

たします。ただし、下記の活動については、感染拡大のリスクを可能な限り低減でき、児

童生徒の学びや教職員の負担軽減を支援する観点から校長が必要と判断した場合は、実施

可能とします。その際には、各学校のＣＮ等と十分な打ち合わせの上、実施をお願い思い

ます。 

 

記 

 

１ 児童生徒とは別室での活動 

例：小テストの採点やノート等の点検 等 

   

２ その他、校長が実施可能と判断した活動 
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